
ＫＶ 

電源押しボタンスイッチ（ＰＯＷＥＲ） 
電圧調整ダイヤル（ＶＯＬＴ ＡＤＪＵＳＴＥＲ） 
バッテリーチェック用押しボタン（ＢＡＴＴＥＲＹ） 
警報ブザー（Ｂ型のみ） 
安全スイッチ用コンセント（ＲＥＭＯＴＥ） 
プローブコンセント（赤） 
アースコンセント（黒） 

警報ランプ（ＡＬＡＲＭ） 
電圧計 
充電表示ランプ（ＣＨＡＲＧＥ） 
充電用コンセント 
緑色マーク（グリーンゾーン） 
ブザー用押しボタンスイッチ 
　　（ＢＵＺＺＥＲ）（Ｂ型のみ） 

本体の各部名称 

仕　様 

ピンホール探知器 カンタンガイド 

本器は高電圧発生器です。 
TRC-250A、TRC-250B、TRC-70A、TRC-70B

必ず取扱説明書をよく読み、正しく使用して下さい。“安全上の注意・使用上の注意” 
は特に重要です。ご理解、熟知してから使用して下さい。 

警告 
火花放電（スパーク）を発生します。引火性ガス等が漏れる恐れのある危険な場所では絶 
対に使用しないで下さい。 
操作者は電気絶縁性の高いゴム手袋、ゴム底靴を着用して下さい。プローブ、アースクリッ 
プなどの金属露出部に素手で触れたり、身体を近づけたりすると電撃（電気ショック）を 
受けます。 

放電時にはオゾンを発生します。換気を十分に行って下さい。 

方 式  
探 知 電 圧  
対象塗膜の厚さ 
警 報 方 式  
電 源  

プ ロ ー ブ  
（標準付属）  

標 準 付 属 品  

寸 法 重 量  

低周波高電圧パルス放電式 
250型：5～25kV（波高値）、70型：1～7kV（波高値） 
250型：1mm以上、70型：1mm未満 
A型：ランプ、B型：ランプ、ブザー 
Ni-Cd電池（バッテリーチェック機能付）、ＡＣ１００Ｖ充電 
ABS製、伸縮プローブ（長さ：最短540mm～最長870mm）、ブラシホルダー付 
ハンドル部：φ32、ヘッド部：φ25 
コード5m（高電圧用） 
アースコード5m、安全スイッチコード（5m）、充電コード、プローブケース、 
平形ブラシ電極（30×300mm、真鍮製）2本、プローブ共一式約2.2kg 
370（W）×190（H）×150（D）mm、250型：約5.4kg　70型：約4.4kg



本体及び上蓋（カバー） 

掛け金 

アース用プラグ（黒） 

プローブ用プラグ（赤） 

安全スイッチ用プラグ 

プローブ用高電圧コード 

安全スイッチ 

アース用高電圧コード 

アース接続クリップ 

プローブハンドル 

プローブヘッド 

プローブヘッド固定ナット 

ブラシホルダー 

平形ブラシ電極 

検査物 

ネオンランプ 

電源プラグ 

充電コードプラグ 

安全スイッチ用コード 

警報ブザー（B型のみ） 

検査対象物の皮膜は電気絶縁性物質で十分に乾燥・硬化し、汚れのない状態が必要です。 

外観及び各部名称 



使用方法 
１. 準　備 

１ー１. 各部の接続 

１. 各コードの本体への接続 
　・プローブコンセント にプローブ用高電圧コード のプラグ を差し込み、プラグカ 
　　ラーを回して固定します。 
　・アースコンセント にアース用高電圧コード のプラグ を差し込み、プラグカラーを 
　　回して固定します。 
　・安全スイッチ用コンセント に安全スイッチ用コード のプラグ を差し込み、リン 
　　グを回して固定します。 
　・外すときはそれぞれプラグカラー、またはリングを緩め、静かに引き抜きます。 

２. 平形ブラシ電極の取付 
　・ブラシホルダー の蝶ボルトを緩め、金具を開き平形ブラシ電極 をしっかりと挟み、
　　蝶ボルトを締めて固定します。 

３. ブラシ電極の角度調整 
　・ブラシホルダー の角度調整用蝶ボルトを緩め、作業性のよい角度を決め、蝶ボルトを 
 　    締めて固定します。 

４. アースコードの接続 
　・アース接続クリップ を検査物の金属露出部に接続します。 
　　金属露出部分が得られないときは、間接アースにより使用できる場合もあります。 

2.　検査（探知）作業 

１. 検査（探知）電圧の調整 
　電源押しボタンスイッチ をＯＮにし、安全スイッチ を入にすると、電極に高電圧を出力
　します。 
　プローブの先端を空中に保持し、電圧調整ダイヤル を少しずつ右に回し、電圧計 の
　指針を検査するための電圧値に合わせます。 

２. 検査物の皮膜面に平形ブラシ電極 を当て、掃くように動かします。 
　掃引速度は３３cm／秒未満で動かし、電極の境目はオーバーラップするように操作して下さい。 

３. 皮膜にピンホールや類似の欠陥があれば、その箇所でスパーク（火花放電）が発生し、 
　本体の警報ランプ 点灯します。また、B型は警報ブザー 
　 も鳴ります。警報ブザー は、ブザースイッチ を押すことでＯＮ、ＯＦＦします。 

４. 使用後は、電源押しボタンスイッチ をＯＦＦにして下さい。 

１ー2.　電池電圧の確認 

１. 電源押しボタンスイッチ をＯＮにし、バッテリーチェッ 
　  ク用押しボタン を約５秒間押し続けます。電圧計
　  の指針が緑色マーク 内にあれば良好です。 

２. 電圧計の針が緑色マークに達しないか、５秒間押して い
　  る間に下降するときは、電池の容量が不足です。充 電

　  して下さい。 
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3. 電池について 

3ー1. 電池の充電 

１. 電源押しボタンスイッチ をＯＦＦにし、本体からプローブ用プラグ 、アース用プラ 
　  グ 安全スイッチ用プラグ を外して下さい。 

２. 充電コードプラグ を本体の充電用コンセント の切込み溝に合わせて挿入し、リング 
　  を回して固定します。 

３. 電源プラグ をＡＣ１００Ｖ電源に差し込みます。 

４. 充電表示ランプ が点灯し、充電中であることを表示します。 

５. 充電時間は、電池を使い切ったとき約１０時間を要します。 

６. 充電は監視できる状態で実施して下さい。 

3ー2.　電池の正しい取扱法 

１. 使用後は、必ず充電を行って下さい。 
　  電池の容量不足のときは、充電してから使用して下さい。 

２. 充電しても使用するとすぐ電圧が下がったり、使用時間が著しく短くなったときは、電 
　  池の劣化による寿命と思われます。交換または、修理（いずれも有償）が必要です。　 

※より効果的に本器を使用して頂くために、必ず、取扱説明書の１６頁「３.ＴＲ型を上手に使用 
　するために」をお読み下さい。 
※検査物の形状・検査場所などにより、標準付属品以外の電極・部品などがご希望の時は、 
　取扱説明書の１９頁及び２０頁をご参照の上、最寄りの営業所へお問い合わせ下さい。 

発　売　元 

製　造　元 信　光　電　気　計　装　株　式　会　社 

東京営業所  

大阪営業所  

名古屋営業所 

福岡営業所  

本 社  

〒１０１-００４７ 東京都千代田区内神田２－６－４柴田ビル２階 

 ＴＥＬ（０３）３２５４－５０３１　ＦＡＸ（０３）３２５４－５０３８ 
〒５３０-００４６ 大阪市北区菅原町２－３　小西ビル 

 ＴＥＬ（０６）６３６２－７８０５　ＦＡＸ（０６）６３６５－７３８１ 
〒４６２-０８４７ 名古屋市北区金城３－１１－２７　名北ビル 

 ＴＥＬ（０５２）９１５－２６５０　ＦＡＸ（０５２）９１５－７２３８ 
〒８１２-００２３ 福岡市博多区奈良屋町１１－１１ 

 ＴＥＬ（０９２）２８２－６８０１　ＦＡＸ（０９２）２８２－６８０３ 
〒２１３-００２６ 川崎市高津区久末１６７７ 

 ＴＥＬ（０４４）７５１－７１２１　ＦＡＸ（０４４）７５５－３２１２ 

URL　http://www.sanko-denshi.co.jp
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